名 を 聞いて 人 を 知らぬ と 云う ことが 随分 ある。 人ば 

かりで はない。 すべての 物に ある。 

私 は 子供の 時から 本が 好 だと 云われた。 少年の 読む 

いわや さざなみ とぎばなし 

雑誌 もなければ、 巌谷 小波 君のお 伽話 もない 時代に 

生れた ので、 お 祖母 さまが およめ 入の 時に 持って来ら 

れ たと 云う 百 人 一 首 やら、 お 祖父 さまが 義太夫 を 語ら 

じょうる リぼ ん 

れた 時の 記念に 残って い る 浄瑠璃 本 やら 、 謡曲 の 筋 書 

をした 絵本 やら、 そんな もの を 有る に 任せて 見て いて、 

たこ こ ま 

W と 云う もの を 揚げない、 独楽と 云う もの を 廻さない。 

隣家の 子供との 間に 何等の 心的 接触 も 成り立たない。 

そこでい よいよ 本に 読み耽って、 器に 塵の 附 くように、 



ら ない。 とにかく サフラン を 売る 人が あると 云う こと 

だけ、 この 時始て 知った。 

この 旅 は どこへ ハ$ つた 旅で あつたか 知らぬ が、 朝 旅 

宿 を 立った の は 霜の 朝であった。 もう 温室の 外に は あ 

ら ゆる 花と 云う 花が なくな つてい る 頃の 事で ある。 

山茶花 も 茶 の 花 もない 頃の 事で ある。 

サフラン にも 種類が 多い と 云う こと は、 これ もい つ 

やら 何 かで 読んだ が、 私の 見た サフラン は ひどく 遅く 

咲く 花で ある。 しかし 極端 は 相 接触す る。 ひどく 早く 

咲く 花 だと も 云われる。 水仙よりも、 ヒ ヤシン ト より 

も 早く 咲く 花 だと も 云われる。 



しお たもと くす 

花 は 二三 日で 萎れた。 鉢の 上に は袂 屑の ような 室 

内の 麈が 一 面に 被 さった。 私 は 久しく 目に も 留めずに 

ヽ -。 

V 力 

すると 今年の 一月に なつてから、 緑の 糸の ような 葉 

が 叢が つて 出た。 水 も 遣らずに 置いた のに、 活気に 満 

ちた、 青々 とした 葉が 叢が つて 出た。 物の 生ずる 力 は 

驚くべき ものである。 あらゆる 抗抵に 打ち勝って 生じ、 

伸びる。 定めて 花屋の 爺い さんの 云った ように、 段々 

球根 も 殖える ことだろう。 

硝子 戸の 外に は、 霜雪 を 凌いで 福寿草の 黄い ろい 花 

が 咲いた。 ヒア シ ントゃ 貝 母 も 花壇 の 土 を 裂いて 葉 を 



出し はじめた。 書斎の 内に は サフランの 鉢が 相 変らず 

青々 としてい る。 

鉢の 土は袂 屑の ような 塵に 掩 われて いるが、 その 

青々 とした 色 を 見れば、 無情な 主人 も 折々 水位 遣らず 

に はいられない。 これ は 目を娯 ましめ ようとす る 

Egoismus であろう か。 それとも 私な しに 外物 を 愛す 

る Altmismus であろう か。 人間の する 事の 動機 は 縦 

横 に 交錯し て 伸び る サフランの 葉の 如く 容易に は 自分 

し やに な かえる 

にも 分からない。 それ を 強いて、 烟脂を 舐めた 蛙が 

はらわた 

臈 を さらけだして 洗うよう に 洗い立て をして 見た く 

もない。 今 私が この 鉢に 水 を 掛ける ように、 物に 手 を 



フラン は サフランの 生存 をして 行く であろう。 私 は 私 

の 生存 をして 行く であろう。 (尾 竹 一枝 君の ために。) 
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